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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公表番号】特表2019-530346(P2019-530346A)
【公表日】令和1年10月17日(2019.10.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-042
【出願番号】特願2019-515856(P2019-515856)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/64     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    9/64     　　　　
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　
   Ｈ０４Ｎ    1/60     ５８０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　明度およびクロマの軸を有する２Ｄ一定色相葉を定義することを可能にする３Ｄ色域マ
ッピング色空間内で、少なくともコンテンツのソース色のクロマＣをソース色域からター
ゲット色域にマッピングすることを可能にするクロママッピング関数の判定の方法であっ
て、
　－前記色域マッピング色空間内で複数のキー一定色相葉を定義することであって、キー
一定色相葉は、前記色域マッピング色空間を複数の角度色相セクタに区分するように、前
記ソース色域を定義する原色および二次色のうちの１つの色相または／および前記ターゲ
ット色域を定義する原色および二次色のうちの１つの色相に対応する特定のキー色相によ
って特徴付けられ、角度色相セクタは、２つの異なるキー一定色相葉によって色相方向で
区切られている、定義することと、
　－色相ｈ＊の前記キー一定色相葉ごとに、色相ｈ＊の対応するキー一定色相葉に属する
明度Ｌの任意のソース色のクロマＣに適用された時に、前記クロマＣがクロマ

【数１】

にマッピングされるように、色相ｈ＊の前記キー一定色相葉に属する前記ソース色のいず
れかのクロマをマッピングすることを可能にするキー色相葉クロママッピング関数ｇｈ＊

を定義することであって、色相ｈ＊の前記キー一定色相葉内で、
　　－
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【数２】

は、前記ソース色域との一定明度Ｌの直線の交点での色のクロマであり、
　　－
【数３】

は、前記ターゲット色域との一定明度Ｌの前記直線の交点での色のクロマである
定義することと、
　－角度色相セクタごとに、前記角度色相セクタに属する明度Ｌおよび色相ｈのソース色
のクロマＣに適用された時に、前記クロマＣがクロマ
【数４】

にマッピングされるように実行され、ここで、色相ｈの一定色相葉内で、
　－
【数５】

は、前記ソース色域との一定明度Ｌの直線の交点での色のクロマであり、
　－
【数６】

は、前記ターゲット色域との一定明度Ｌの前記直線の交点での色のクロマであるように、
この角度色相セクタに属する前記ソース色のいずれかのクロマをマッピングすることを可
能にする前記連続角度色相セクタクロママッピング関数ｇを定義することであって、前記
連続角度色相セクタクロママッピング関数ｇは、前記角度色相セクタを区切る２つの色相
ｈ＊のキー一定色相葉のうちの１つに属するソース色について、連続角度色相セクタクロ
ママッピング関数が、前記ソース色が属するキー一定色相葉のキー色相葉クロママッピン
グ関数に従って前記ソース色のクロマをマッピングすることを可能にする、定義すること
と、
　を含む方法。
【請求項２】
　キー色相葉クロママッピング関数ｇｈ＊は、区間［０，１］内で斉次的に増加し、非線
形であり、前記明度Ｌとは独立であるように、前記キー一定色相葉において定義される、
請求項１に記載のクロママッピング関数の判定の方法。
【請求項３】
　前記相対キー色相葉クロママッピング関数ｇｈ＊は、多項式である、請求項２に記載の
クロママッピング関数の判定の方法。
【請求項４】
　前記角度色相セクタクロママッピング関数ｇ
は、
前記色相ｈと、前記ソース色域との一定明度Ｌの直線の交点での色の前記クロマ
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【数７】

に対するソース色のクロマＣの割合
【数８】

とを含むその変数のいずれに関しても非線形である、請求項１～３のいずれか１項に記載
のクロママッピング関数の判定の方法。
【請求項５】
　角度色相セクタクロママッピング関数ｇは、変数
【数９】

と変数ｈとの両方に関して多項式である、請求項４に記載のクロママッピング関数の判定
の方法。
【請求項６】
　明度およびクロマの軸を有する２Ｄ一定色相葉を定義することを可能にする３Ｄ色域マ
ッピング色空間内でソース色域からターゲット色域へ、少なくともコンテンツのソース色
のクロマをターゲット色に色域マッピングする方法であって、請求項１～５のいずれか１
項に記載の判定の方法に従って判定されたクロママッピング関数に従って前記ソース色の
前記クロマをマッピングすることを含む、方法。
【請求項７】
　請求項７の方法の実施のために構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、ソース
色域からターゲット色域へ、コンテンツのソース色をターゲット色にマッピングする、イ
メージ処理デバイス。
【請求項８】
　請求項７に記載のイメージ処理デバイスを組み込んだ電子デバイス。
【請求項９】
　プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行される時に請求項１～５のいず
れか１項に記載の方法のステップを実行するためのプログラム・コード命令を含むコンピ
ュータ・プログラム。
【請求項１０】
　プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行される時に請求項６に記載のマ
ッピング方法のステップを実行するためのプログラム・コード命令を含むコンピュータ・
プログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
［0098］　さらに、添付図面に示された要素であるシステム・コンポーネントおよび方法
の一部が、好ましくはソフトウェアで実施されるので、システム・コンポーネントまたは
プロセス機能ブロックの間の実際の接続が、本発明が実施される形に依存して異なる可能
性があることを理解されたい。
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（付記１）
　明度およびクロマの軸を有する２Ｄ一定色相葉を定義することを可能にする３Ｄ色域マ
ッピング色空間内で、少なくともコンテンツのソース色のクロマＣをソース色域からター
ゲット色域にマッピングすることを可能にするクロママッピング関数の判定の方法であっ
て、
　－前記色域マッピング色空間内で複数のキー一定色相葉を定義することであって、前記
複数のキー一定色相葉のそれぞれは、前記色域マッピング色空間を複数の角度色相セクタ
に区分するように、前記ソース色域を定義する原色および二次色のうちの１つの色相また
は／および前記ターゲット色域を定義する原色および二次色のうちの１つの色相に対応す
る特定のキー色相によって特徴付けられ、前記複数のキー一定色相葉のそれぞれは、２つ
の異なるキー一定色相葉によって色相方向で区切られている、定義することと、
　－前記キー一定色相葉ごとに、色相ｈ＊の対応するキー一定色相葉に属する明度Ｌの任
意のソース色のクロマＣに適用された時に、このクロマＣがクロマ
【数６２】

にマッピングされるように、このキー一定色相葉に属する前記ソース色のいずれかのクロ
マをマッピングすることを可能にするキー色相葉クロママッピング関数ｇｈ＊（）を定義
することであって、前記キー一定色相葉内で、
　　－

【数６３】

は、前記ソース色域との一定明度Ｌの直線の交点での色のクロマであり、
　　－

【数６４】

は、前記ターゲット色域との一定明度Ｌの前記直線の交点での色のクロマである
定義することと、
　－角度色相セクタごとに、前記角度色相セクタを区切る２つのキー一定色相葉のうちの
１つに属する任意のソース色について、連続角度色相セクタクロママッピング関数が、前
記ソース色が属するキー一定色相葉のキー色相葉クロママッピング関数に従って前記ソー
ス色のクロマをマッピングすることを可能にするように、この角度色相セクタに属する前
記ソース色のいずれかのクロマをマッピングすることを可能にする前記連続角度色相セク
タクロママッピング関数ｇ（ｈ，）を定義することと
　を含む方法。
（付記２）
　前記角度色相セクタクロママッピング関数ｇ（ｈ，）を定義することは、前記角度色相
セクタに属する明度Ｌおよび色相ｈの任意のソース色のクロマＣに適用された時に、この
クロマＣがクロマ

【数６５】

にマッピングされるように実行され、ここで、このソース色が属する一定色相葉内で、
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　－
【数６６】

は、前記ソース色域との一定明度Ｌの直線の交点での色のクロマであり、
　－

【数６７】

は、前記ターゲット色域との一定明度Ｌの前記直線の交点での色のクロマである、付記１
に記載のクロママッピング関数の判定の方法。
（付記３）
　相対キー色相葉クロママッピング関数

【数６８】

は、区間［０，１］内で斉次的に増加し、非線形であり、前記明度Ｌとは独立であるよう
に、前記キー一定色相葉において定義される、付記１～２のいずれか１つに記載のクロマ
マッピング関数の判定の方法。
（付記４）
　前記相対キー色相葉クロママッピング関数

【数６９】

は、多項式である、付記３に記載のクロママッピング関数の判定の方法。
（付記５）
　前記角度色相セクタクロママッピング関数
【数７０】

は、その変数のいずれに関しても非線形である、付記１～４のいずれか１つに記載のクロ
ママッピング関数の判定の方法。
（付記６）
　角度色相セクタクロママッピング関数
【数７１】

は、変数
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【数７２】

と変数ｈとの両方に関して多項式である、付記５に記載のクロママッピング関数の判定の
方法。
（付記７）
　明度およびクロマの軸を有する２Ｄ一定色相葉を定義することを可能にする３Ｄ色域マ
ッピング色空間内でソース色域からターゲット色域へ、少なくともコンテンツのソース色
のクロマをターゲット色に色域マッピングする方法であって、付記１～６のいずれか１つ
に記載の判定の方法に従って判定されたクロママッピング関数に従って前記ソース色の前
記クロマをマッピングすることを含む、方法。
（付記８）
　付記７の方法の実施のために構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、ソース色
域からターゲット色域へ、コンテンツのソース色をターゲット色にマッピングする、イメ
ージ処理デバイス。
（付記９）
　付記８に記載のイメージ処理デバイスを組み込んだ電子デバイス。
（付記１０）
　プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行される時に付記１～６のいずれ
か１つに記載の方法のステップを実行するためのプログラム・コード命令を含むコンピュ
ータ・プログラム製品。
（付記１１）
　プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行される時に付記７に記載のマッ
ピング方法のステップを実行するためのプログラム・コード命令を含むコンピュータ・プ
ログラム製品。
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